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はじめに 
廃墟が審美的価値を認められ、親しまれてきた歴史は長

い。17世紀にフランスとイタリアで起きた廃墟画の流行が、18
世紀にイギリスへ流入したことをきっかけとして、「ラドウェイ・

グレンジ」「ハグリー・カースル」などにより廃墟文化が形成さ

れた。わが国においても 2000 年前後の廃墟ブームを皮切り

に、書籍・観光の場などに活用され、広く一般に浸透している。

廃墟は建築本来の機能や利便性、快適性を失っているにも

かかわらず、人々をひきつける魅力を持ち、今日において一

つの文化を形成しているといえるであろう。 
昨今では、廃墟の退廃空間が価値のあるものとして認知さ

れ始めている。最新の事例として「摩耶観光ホテル」の文化

財登録が挙げられ、本来であれば文化的・遺産的価値の薄

い、崩れかかった建築物が「退廃することよって付加された価

値」により、社会的に認められた事例として存在する。 
成熟社会となった日本は、既存のストックを活用していくこ

との重要性が認識され始めている。廃墟もその対象となり、活

用が望まれているといえる。しかし、安易に修復してしまうだ

けでは、かえって退廃空間の持つ価値を消してしまうことが危

惧される。 
本研究は、廃墟の退廃空間が持つ特性の理論化から、そ

の価値を継承・活用してゆくため方法を模索していくことを目

的とする。 

1．文献調査から得られる「想起」の特徴と分析 
1.1．「想起」とは 
人間が廃墟を観測したときに、その廃墟に対して過去にあ

ったであろう風景や事象を想像する現象が起きる。本研究で

はこれを「想起」と定義する。この現象は新築の建物では起き

ない廃墟独自の現象といえる。先行研究において、岡田昌

彰の廃墟景観研究では「18 世紀の英国においては,古典に

対する憧憬がその背景として存在していた。廃墟はこのような

尚古趣味の印象をさらに助長し,構造物の反映する古きよき

時代を礼賛する役割も担っていたものと考えられる」（岡田、

2001、p.2）と述べられている。また、深谷裕也の廃墟空間研

究では「廃墟は現在に静止しているわけではなく、かつての

別の存在であったという事実は、廃墟を見るものにとって空

間そのものに歴史性、物語性を感じさせる」（深谷、2003、
p.2）と指摘されている。 
しかし、その項目はあくまで「想起」される事実の「指摘」に

留まり、その「性質」について研究されたものは存在していな

い。半面、磯崎新による「廃墟論」（磯崎、1990、p.309-325）
や、谷川渥による「廃墟のトポス」（谷川、2003、p.141-174）
など、個々人によって発表されている論考においては、その

「性質」について様々な論述がなされている。しかし、それら

の論考は個人的主観の強い性質論の側面が強い。よって、

その性質について実証的な裏付けがなされた研究は現在、

存在していないといえる。 
そこで本研究では「想起」の性質を実証的な裏付けのもと、

「想起性」として理論化することで、廃墟空間のもつ価値の評

価指標を形成する。 

1.2．「背景要素」と「認知要素」 
先行研究において、「散乱する過去の実践の残骸や記憶

の破片は、かれらの歴史が完全に終わったこと、もはや二度

ととりもどせないことを見せる」（西村、2009、p.10）や、「空間

用途に関連のある残留物があることや建築部位や素材が崩

壊または剥離していることが，部屋の大きさや以前の用途を

図る材料となり，現状と比較しながらものの哀れや時代の変

遷に思いを巡らせているといえる」（篠原、2018 p.4）など、廃

墟は「経過した時間やその形成事由の情報を内在させた物

理物質や状態として認知される」という旨の指摘が多々なさ

れている。 
よって本研究で扱う「想起」に関わる要因として、形成事由
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や経過した時間を「背景要素」、物理物質や状態を「認知要

素」とする。さらに、廃墟は時間経過により「社会的価値」を獲

得していくことがある。時間経過ではなく瞬間的な現象を基と

した価値もある。戦争や震災等の遺構がそれにあたる。そう

いった価値が認められたものは、文化財として保存されてい

く可能性が高い。 

1.3．「認知要素」の特徴 
廃墟の状態として「普遍的状態からの乖離の度合」「新旧

の対比」「欠損の多さ」「経年変化」などが、廃墟としての認知

を強める傾向がある。それらは、いずれも時間経過に伴い際

立っていく。また、個別の構成要素である家具や道具自体も

想起を発生させる要素である。 
さらに、時代を経て新しく誕生した物質にも、廃墟の「認知

要素」としての特性は付加されていくと考えられる。例として、

インターネットや電子機器の発達を土台とした「サイバーパン

ク」と呼ばれるジャンルの風景が、廃墟として認知される事が

挙げられる。 

1.4 観測時と「想起」の関係 
前 2項により「認知要素」と「背景要素」のどちらも時間経過

に伴い、変化していくものであることがわかる。したがって、そ

の２つを要因としている「想起」は、同一の廃墟であっても観

測時が異なればその内容が変化していく（図１）。 

2．観測者と「想起」の関係  
「背景要素」と「認知要素」を要因とした「想起」は、最終的

に「観測者の内的な部分（その人の経験や思考等）」を経て

発生する。つまり、同じ廃墟でも観測者が異なれば想起の内

容は変化する。また、観測者が「認知要素」を観測するときに、

「背景要素」を情報として得ているか否かは、「想起」内容に

大きく関わる。さらに、「想起」内容は正確な「背景要素」を基

にしていたとしても事実と乖離する特徴を持ち、「認知要素」

から、事実とはまったく異なった「背景要素」を「想起」し、錯

覚する場合も存在する。 
また、観測者と廃墟の関係が深いと「想起」は起きない。そ

の場合に起きる想像は、廃墟を基とした「想起」ではなく、自

身の記憶に基づく思い出からの想像となるためである。した

がって今回取り扱う「想起」の条件として、観測者と廃墟が「他

者」である必要がある。 
時間的特徴としては観測時点までの過去（これまでの変

化・うつろい、人為の虚しさ、原因、事象、風景、自然回帰）と

観測時点から未来（これからの変化・うつろい、最期）の両方

の「想起」が起こる。 

3．「想起」プロセスの構造化 
3.1．廃墟認知傾向の分析 
「想起」の性質をより深く分析していくために、発生プロセス

を構造化していく。その前段階として、メディア上での廃墟の

認知傾向調査を行った（表１）。そこから廃墟認知について分

析を行った（表２）。 

用途や機能を保持した状態であっても、メディア上で廃墟

として認知されている物が存在している。よって、実用されて

いるか否かは、廃墟を定義づける絶対の要因とは言えないこ

とがわかった。さらに、人工的につくられたものが廃墟として

図１ 観測時による「想起」の変化 

表１ 廃墟認知調査表 

表２ 廃墟認知分析表 
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「認知」されていたりすることから、視覚情報が「認知」におい

て優位に働いていると考えられる。 

3.2．本研究で取り扱う「廃墟」の定義化  
廃墟認知の分析から、本研究で取り扱う廃墟の基準を定

め、４種類に類型化した（表３）。それぞれの認知基準を満た

すものを、本研究で取り扱う「廃墟」とする。 

3.3．「想起」プロセスのモデル化 
2 章・3 章の分析により得られた、「認知要素」と「背景要素」

の関係、「想起の性質」を前項で定義した「廃墟」と相関させ

て、「想起」プロセスのモデル化を行った（図２）。これにより

「想起」に関する要素同士の関係を整理することができた。 

4．インタビューによるイメージ調査 
4.1．目的 
前章までに行った分析を、第三者のイメージ収集から、より

実証的な検証と更新を行うことで、「想起」の性質をより深く分

析する為に調査を行う。 

4.2．対象「廃墟」の選定 
３章で分類した４種類の類型を元に各１５個、合計６０個の

「廃墟」の抽出を行った。その後乱数ツールを用いて各３個、

合計１２個の廃墟を選定し、調査対象の「廃墟」とした（図３）。 

4.3．インタビューの形式と構造  
データの収集方法は１対１の匿名式のインタビュー調査と

する。１つの対象につき、４つの写真を提示して、「想起内容」

を自由回答、同時に「認知要素」のマーキングを行う。次の段

階として、適時追加の質問を行い、「想起内容と認知要素の

関係」のデータを収集し、「想起の性質」と照らし合わせ検証・

更新していく（図４）。 

表３ 「廃墟」分類表 

図２ 「想起」プロセスモデル 

図３ 調査対象の選定 

図４ 調査構造 
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4.4．「背景情報」の有無によるグループ分け  
調査で得られるデータが「背景要素」により、どのような影

響を受けるかを調べるために、「背景要素」に関する情報の

有無により、グループを2つに分けてデータ収集を行う（図５）。 

5．分析方法 
インタビュー内容を逐語録として書き起こし、類似の傾向を

類型化する事で分析を行っていく。同時に写真にマーキング

された「認知要素」との関係を考察していく。また、「背景要素」

の有無による「想起内容」の変化を比較分析していく。 
新型コロナウイルス感染予防対策として、イメージ調査は

オンラインミーティングツールの「ZOOM」を用いて行ってい

る。現在、調査を行っている最中であり完了次第、分析を行

っていく予定である。 

おわりに  
先行研究により、「廃墟」が持つ独自の性質として「想起」を

提示し、その特徴の分析を行った。また「想起」の発生プロセ

スを考察し、構造化する事が出来た。現在は、その次の段階

として、インタビューによる「廃墟」のイメージ調査を実施して

いる。今後の展開としては、文献調査から得られた「想起」の

特性を、インタビュー調査により得られたデータを用いて、比

較・検証していく事で、「想起性」として類型化していく事を想

定している。その後は、分析をもとに、現実空間への応用を

検討してゆき、最終的には修士制作として空間設計を行う予

定である。 
 

注、引用 
1) 岡田昌彰、「産業廃墟景観論・試論」、日本造園学会誌、

2001 年 
2) 深田裕也、「廃墟の空間構成要素に関する研究」、日本

建築学会大会学術講演梗概集、2003 年 
3) 磯崎新、『見立ての手法』、鹿島出版、1990 年 
4) 谷川渥、『廃墟の美学』、株式会社集英社、2003 年 
5) 西村清和、「場所の記憶と廃墟」、Aesthetics、2009 年 
6) 篠原里織、「廃墟写真における評価構造からみる退廃空

間の付加価値」、日本建築学会東海支部研究報告、

2018 年 

他参考文献 
・ クリストファー・ウッドワード、『廃墟論』、青土社、2003 年 
・ 立石龍寿、「日本近代廃墟価値に関する研究」、日本建

築学会大会学術講演梗概集、2010 年 
・ 立野貴子、「現代の日本における廃墟建築の意義」、日本

建築学会大会学術講演梗概集、2017 年 
・ 谷川渥、『廃墟大全』、中央公論新社、2003 年 
・ 深渡駿、「首都圏における廃墟化した建築と情報メディア

の関係に関する研究」、日本建築学会大会学術講演梗概

集、2016 年 

謝辞 
本研究を進めるに当たり、名古屋造形大学の蜂屋景二教

授から多くのご教授を承りました。また、調査に協力くださっ

た皆様へ、厚く御礼を申し上げ、感謝いたします。 

図５ グループ分け 


